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勤労者体育館完成近し　　　　　　　　　　　5月15日撮影
遠鎖IIi駅の柄に駅南総合利用計画の第一弾として「遠費町勤労者体育センター（勤労者体育館）」の
建設が進んでいます。
7月由乙は完成する予定で、勤労者のみなさんの有効な余暇活動が期待されます。

人のうこき鶴繕狛　　　＊今月の税金＊
人　　口　　　14，737人（＋54）

男　　　　　7，099人（＋飽）

女　　　　　7，638人（＋25）

世帯数　　　　4，053戸（＋51）

転　　入　169　　　転　　出120

出　　生　14　　　死　　亡　9

県町民税（I期分）6月25日まで

税金は町づくりの源

完全納税iこ御協力下さい。

（6月のおもな行事）　1日電波法遠浅防止旬間（一10日）
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謹　類　別

踵切事故原因別分析表

1　日　が　け　崩　れ　防　災　週　間　（一7日）

こ
の
運
動
は
、
踏
切
函
故
や
線
路
へ
の
罷
石
等
に
よ
る
鉄
道
疎
放
を
防
止

し
列
車
の
安
全
運
行
を
図
る
と
と
も
に
、
国
鉄
沿
練
の
皆
様
が
悲
惨
な
尊
敬

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
6
月
1
0
日
ま
で
全
国
い
っ
せ
い
に
行
う
も
の
で
す
。

踏
切
通
過
時
の基

本
事
項

踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
一
時
停
止

す
る
。
停
止
位
置
は
一
番
手
前
の
レ

ー
ル
と
自
動
車
の
前
端
と
の
間
隔
を

少
く
と
も
3
メ
ー
ト
ル
あ
け
確
実
に

一
時
停
止
す
る
。

2
　
左
右
の
安
全
を
確
認
す
る
。

3
　
薗
親
機
が
確
実
に
鳴
り
や
ん
で
か

ら
渡
る
。
（
複
線
以
上
の
区
間
で
は

列
車
が
通
過
し
た
後
反
対
方
向
か
ら

も
列
車
が
来
る
こ
と
が
あ
る
。
）

4
　
交
通
垂
の
多
い
踏
切
で
の
横
断
は

前
の
車
が
踏
切
を
渡
っ
て
一
項
長
の

余
裕
が
で
き
て
か
ら
渡
る
。

5
　
踏
切
は
ロ
ー
ギ
ャ
ー
の
み
で
械
断

す
る
。
踏
切
上
で
変
速
操
作
は
行
わ

ない。

6
　
せ
ま
い
踏
切
で
無
理
な
横
断
は
し

ない。

7
　
踏
切
で
の
幅
が
十
分
で
な
い
と
き

は
、
踏
切
上
で
す
れ
ち
か
わ
な
い
。

8
　
警
報
機
の
な
い
踏
切
及
び
見
通
し

の
憩
い
踏
切
の
通
行
は
極
力
さ
け
る

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

良
い
子
の
み
な
さ
ん
へ

け
い
（
l
，
　
　
寝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ニ
．

1
　
轡
報
が
耽
っ
て
い
る
と
き
は
、
臍

ゝ
あ
．
∴
∴
∴
一
い

切
に
は
入
ら
な
い
。

2
　
し
や
断
機
が
降
り
て
い
る
と
き
は

下
を
く
ぐ
り
抜
け
な
い
。

生
餌
∴
∴
∴
∴
、
÷
l
b

3
　
「
き
し
ゃ
」
が
迫
っ
て
も
踏
切
に

は
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
た
い
調
う
こ
う

人
ら
な
い
で
、
反
対
方
向
の
「
き
し

ゃ
」
も
確
か
め
て
わ
た
り
ま
し
ょ
う

一
九
も
o
o
D
t
7

4
　
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
の
「
い
た
す

曾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
み
’
り
ひ
じ
上
7
7

ら
」
は
止
め
ま
し
ょ
う
。
踏
切
非
常

ボ
タ
ン
は
、
嬉
故
を
防
ぐ
た
め
の
大

ビ
∴
∴
∴
－
●
一
い

寧
な
機
械
で
す
。

第
8
回
　
公
民
館
対
抗
軟
式
野
球
大
会
の
給
某

5
月
3
日
、
同
日
の
2
日
間
数
奇
蛮

鼠
会
主
椀
、
町
歌
式
野
球
連
盟
主
管
で

公
民
館
対
抗
軟
式
野
球
大
会
が
行
わ
れ

熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま
し
た
。
今

回
の
参
加
チ
ー
ム
数
は
1
7
チ
ー
ム
で
広

波
小
学
校
及
び
遊
資
中
学
校
の
2
会
場

で
行
わ
れ
、
そ
の
縞
栗
は
次
の
と
お
り

です。
栄
養
教
室
の
募
集

遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
は
7
月
か
ら

栄
餐
教
室
を
開
設
し
ま
す
。
御
希
望
の

方
は
早
目
に
申
込
み
下
さ
い
。
申
込
多

数
の
と
き
は
締
切
後
抽
せ
ん
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

∇
定
　
員
∴
統
名

▽
開
請
日
　
昭
和
5
0
年
1
月
3
日
よ
り

隔
週
金
曜
日
（
第
一
・
第

三
金
曜
日
）
　
1
2
回
コ
ー
ス

9
時
0
0
分
～
1
2
時

▽
申
込
締
切
、
昭
和
5
6
年
6
月
2
0
日

な
お
入
学
案
内
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
申
込
締
切
後
個
人
苑
通
知
し
ま
す
。

輸
圏
畷
閣
㊨

○
前
号
4
べ
ー
ン
兜
外
の
町
内
浅
木
、

松
尾
隆
助
さ
ん
∴
地
謡
〔
3
）
3
0
3

5
は
、
暗
譜
（
3
）
　
3
0
2
5
の
あ
や

ま
り
で
し
た
の
で
訂
正
し
お
わ
び
し
ま

す。○
耐
号
2
ペ
ー
ジ
の
「
間
柄
5
0
年
度
新

役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
」
の
中
で
菓
町

医
長
・
及
び
民
生
委
典
の
川
鍋
潟
と
あ

り
ま
し
た
が
、
川
畑
為
氏
の
あ
や
ま
り

で
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。
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4　日　歯　の　衛　生　週　間（一10日）

別
府
　
内
孫
嶺
外
様
、
上
期
府
民
謡
全

様
よ
り
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

香
典
返
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た。

心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
鈴
木
謙
一
様

（
新
町
）
鈴
木
ム
メ
様

政
則
国
営
瀞
皆
様

（
遠
賀
川
）
割
田
駒
治
様

故
村
田
作
五
郎
様

（
木
守
）
村
田
澄
男
様

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
は
お
済
み
で
す
か
／

い
ま
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
保
険
証
の

有
効
期
限
は
粥
年
3
月
3
1
日
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
そ
の
期
限
の
更
新
を
行
な

い
ま
し
た
が
、
ま
だ
お
渚
で
な
い
方
は

至
急
次
に
よ
り
更
新
を
行
な
っ
て
下
さ

い
。
更
新
を
し
な
い
と
医
療
機
関
に
お

い
て
保
険
診
顕
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
一
度
保
険
証
を
確
認
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

▽
持
参
晶
　
国
民
健
康
保
険
証
と
節
鑑

更
新
は
役
坦
国
保
年
金
係
で
い
た
し
ま

す。

「
福
岡
県
少
年
の
船
」
の
班
長
募
集

▽
班
長
の
職
務

班
長
は
「
少
年
の
鉛
」
の
指
導
員
と

し
て
郊
前
研
修
お
よ
び
「
少
年
の
船
」

実
施
期
間
中
、
そ
の
担
当
す
る
班
の
排

貝
と
生
活
・
行
動
を
共
に
し
、
話
導
に

あ
た
る
。

▽
班
長
の
資
梯
④
年
令
は
、
溜
1
8
才
以

上
0
0
才
末
潤
の
勤
労
昔
年
男
女
。
（
胴

和
5
6
年
4
月
1
日
現
在
）
㊥
船
上
生

酒
、
パ
ス
旅
行
お
よ
び
団
体
生
活
に
遠

慮
で
き
る
身
体
強
健
な
者
。
㊦
青
少
年

の
熱
憩
を
有
し
、
棺
導
力
を
持
っ
て
い

る
者
。
㊤
将
来
、
職
場
・
青
少
年
剛
体

お
よ
び
地
域
に
お
い
て
涌
発
な
活
動
が

期
待
で
き
る
者
。
㊧
頭
前
研
修
か
ら
解

閉
式
ま
で
い
っ
さ
い
主
他
者
の
計
画
す

る
行
呼
に
参
加
で
き
る
者
。
▽
募
集
期

間
昭
和
5
0
年
5
月
Ⅱ
白
日
（
月
）
か
ら
6

月
5
日
（
金
）
ま
で

▽
応
募
の
方
法
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
に
備
え
つ
け
の
中
込
洋
に
謁
賊
の
う

え
的
込
む
こ
と
。

▽
申
込
先
〒
棚
橋
岡
市
中
央
区
天
神
一

丁
同
一
ノ
一

福
岡
県
民
生
蔀
青
少
年
対
策
課
内

昭
和
粥
年
度
防
衛
庁
（
中
・
上
級
）
職
員
採
用
試
験
の
案
内

▽
採
用
職
名
及
び
受
験
資
格

○
上
級
（
技
官
）
大
学
卒
薬
穏
度

○
中
級
（
穂
波
宮
・
技
官
）
短
大
・
高

専
卒
薬
程
度

▽
受
付
期
間

典
に
昭
和
5
0
年
6
月
8
日
～
6
月
1
7

日
‥
へ
郵
送
は
6
月
1
7
日
消
印
ま
で
）

▽
試
験
日
及
び
試
験
地

英
に
一
次
試
験
7
月
1
9
日
（
自
）

福
岡
市
外
7
カ
所

∇
問
い
合
せ
及
び
申
込
用
紙
請
求
先

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人

山
係
　
〒
鵬
∴
穏
岡
市
博
多
区
博
多
駅

菓
2
丁
目
1
0
番
7
号
　
屯
話
0
9
2
（

4
7
2
）
　
2
3
2
1

「
少
年
自
然
の
家
」
少
年
団
体
利
用
者
研
修
会
開
催

本
年
6
月
以
降
利
用
計
画
が
あ
る
各
　
　
　
　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
等

地
区
子
供
会
等
の
少
年
団
体
指
導
者
の
　
∇
会
場
及
び
申
込
先

万
は
、
で
き
ろ
限
り
参
加
下
さ
い
。
　
　
　
寮
俊
郎
玄
海
町
袖
漆
　
福
岡
県
玄
海

▽
口
．
時
∴
昭
和
5
6
年
6
月
6
H
T
6
　
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」
に
官
製

月
1
日
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ガ
羊
に
団
体
名
・
住
所
・
氏
名
・
屯

▽
鮮
∴
鞄
　
千
七
百
円
　
　
　
　
　
　
　
話
番
号
・
性
別
を
記
入
の
上
、
5
月
0
0

▽
携
行
品
　
笹
混
用
典
・
運
動
グ
ッ
・
　
日
ま
で
に
巾
込
む
こ
と
。
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（一11日）

登
記
を
済
ま
せ
た
土
地
を
、
第
三
者
が
引
き
渡
せ
と
い
っ
て
き
た

（
間
）
琵
詑

い
、
所
有
権
移
転
の

登
記
も
す
ん
で
安
心

し
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
あ
る
日
、

B
氏
が
来
て
「
あ
な

た
の
買
っ
た
土
地
に

は
、
私
が
A
氏
に
貸

し
た
金
を
、
A
氏
が

返
さ
な
い
場
合
に

は
、
金
に
代
え
て
そ
の
土
地
の
所
有

権
を
譲
り
受
け
る
旨
の
仮
登
記
が
し

て
あ
る
。

A
氏
が
金
を
返
し
て
く
れ
な
い
の

で
代
わ
り
に
こ
の
土
地
を
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。
す
ぐ
に
引
き
渡
し
て
ほ

し
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
こ
と
っ
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

（
答
）
不
縄
補
語

と
き
は
、
ま
ず
、
そ
の
不
動
産
の
驚

紀
簿
を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で

す。
そ
こ
で
、
⊆
幽
閉
に
お
答
え
す
る

前
に
、
不
動
産
の
登
記
簿
の
編
成
と

発
語
用
紙
に
記
繊
さ
れ
る
郵
項
に
つ

い
て
、
簡
単
に
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

登
紬
簿
と
は
、
そ
の
不
動
産
の
物

理
的
な
状
況
、
橘
利
関
係
な
ど
が
記

繊
さ
れ
た
公
の
帳
簿
の
こ
と
で
、
取

所
と
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
）
、
家
屋
蕃

弓
　
（
建
物
に
付
け
ら
れ
て
い
る
称

号
）
、
諒
類
∴
鹿
毛
・
店
舗
な
ど
）

櫛
造
、
床
面
談
等
。

▽
甲
区
＝
所
有
櫛
に
関
す
る
郵
項
、

そ
の
不
動
産
が
初
め
て
強
記
さ
れ

て
か
ら
現
在
ま
で
に
、
だ
れ
か
ら
だ

れ
に
売
寅
、
相
続
さ
れ
た
か
な
ど
の

所
有
機
の
移
転
。
ま
た
、
登
記
の
印

艶
に
必
襲
な
群
数
な
ど
が
そ
ろ
っ
て

い
な
い
場
合
を
は
じ
め
、
歳
費
の
予

不
動
産
の
取
引
時
は
「
仮
登
記
」
の

有
無
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

引
し
よ
う
と
す
る
不
動
産
の
所
在
地

を
寓
話
す
る
登
記
所
に
行
け
ば
、
そ

れ
を
見
ろ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
動
産
の
登
記
簿
に
は
、
土
地
登

記
簿
と
建
物
登
記
簿
が
あ
り
、
と
も

に
表
題
部
・
甲
区
・
乙
区
の
三
つ
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
記
蛾
謡
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
表
題
部
＝
表
示
に
関
す
る
事
項

土
地
の
場
合
は
、
所
在
地
番
（
土

地
に
付
け
ら
れ
て
い
る
番
‥
3
、
地

目
（
宅
地
・
畑
・
山
林
な
ど
）
、
地

積
等
。
建
物
の
場
合
は
、
所
在
（
住

属
表
示
が
実
施
さ
れ
た
地
域
で
は
住

約
が
あ
っ
た
と
き
や
一
定
の
条
件
が

満
た
さ
れ
れ
ば
そ
の
樅
利
が
得
ら
れ

る
揚
合
に
な
さ
れ
る
仮
登
記
等
。

▽
乙
区
＝
所
有
権
以
外
の
櫛
利
に
関

す
る
事
項

地
上
櫛
、
抵
当
櫛
等
。

さ
て
、
こ
質
問
の
件
で
す
が
、
不

動
産
登
記
法
で
は
「
仮
登
記
か
し
で

あ
る
場
合
は
、
本
叢
話
の
順
位
は
仮

登
記
の
頓
位
に
よ
る
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
B
氏
の
事
う

よ
う
に
、
あ
な
た
よ
り
先
に
B
氏
が

代
物
弁
済
予
約
（
こ
の
場
合
は
、
A

氏
が
借
金
の
返
済
を
し
な
い
と
き
、

金
銭
の
代
わ
り
に
土
地
を
受
け
取
る

こ
と
）
に
基
づ
く
仮
登
記
を
し
て
い

る
と
、
B
氏
の
仮
登
記
に
基
づ
く
本

登
記
が
仮
に
あ
な
た
の
行
っ
た
所
有

樅
移
転
の
登
紀
よ
り
時
期
的
に
後
に

な
っ
て
も
、
B
氏
は
、
あ
な
た
よ
り

先
に
本
登
記
を
行
っ
た
の
と
同
じ
榔

利
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
し
た
が
っ
て
、
B
氏
が
仮
登
記
に

基
づ
く
本
登
記
の
申
請
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
あ
な
た
は
、
あ
な
た

の
所
有
権
移
転
の
登
記
が
抹
消
さ
れ

る
こ
と
を
承
諾
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
結
局
あ

な
た
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
櫛
を
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た

め
に
も
、
取
引
の
前
に
登
記
簿
を
調

べ
、
「
甲
区
」
に
仮
登
記
の
諦
職
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
べ
き
で
し

た。

ま
た
、
「
乙
区
」
に
用
益
櫛
（
地

上
権
、
賃
借
権
な
ど
）
の
登
記
が
さ

れ
て
い
る
抱
合
は
、
そ
の
所
有
権
取

得
の
登
記
を
し
て
も
自
ら
そ
の
土
地

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
担
保
権
（
抵
当
櫛
、
質
櫛
な

ど
）
の
登
記
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
担
保
権
の
実
行
に
よ
っ
て
所
有

樅
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注

運
が
必
製
で
す
。

次
回
6
月
2
5
日
号
は
、
「
弁
済
供

託
」
で
す
。

町
民
ぐ
る
み
て
、

非
行
少
年
を
防
ご
う

蒔
少
年
育
成
町
民
会
議
で
は
、
町
内

腎
少
年
が
自
立
心
を
襲
い
、
希
望
と
黄

任
を
も
ち
、
有
為
な
社
会
人
と
し
て
立

派
に
成
長
す
る
よ
う
に
、
心
身
と
も
健

全
な
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

町
民
が
青
少
年
に
深
い
愛
惜
と
賀
任

を
も
ち
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
た
く
ま
し
い
遠
賀
っ
子

を
育
て
ま
し
ょ
う
。

町
屋
の
み
な
さ
ん
へ

。
子
供
の
非
行
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

o
町
民
全
休
の
「
き
び
し
き
」
と
「
愛

」
の
目
を
あ
つ
め
て
非
行
の
火
を
消

し
と
め
ま
し
ょ
う
。
他
人
の
子
も
、

我
が
子
と
同
じ
よ
う
に
小
さ
な
非
行

も
兄
の
か
ざ
す
・
据
忍
す
る
よ
う
周
ぐ

る
み
て
た
ち
あ
が
り
ま
し
ょ
う
。

非
行
防
止
は
ま
ず
家
庭
か
ら

。
親
の
生
き
方
を
子
供
は
そ
の
ま
ま
見

習
い
ま
す
。

子
供
の
非
行
は
親
（
大
人
）
の
背
任

で
す
。
ま
ず
家
庭
か
ら
、
大
人
か
ら

あ
ら
た
め
ろ
よ
う
っ
と
め
ま
し
ょ

、つ。夜
間
外
出
、
外
泊
は
非
行
の
も
と

非
行
の
原
因
は
外
泊
に
気
づ
か
す
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
親
の
無
関

心
、
無
賢
任
か
ら
お
こ
っ
て
い
ま

す。

開通境環目5



（5）塵⑯箇め餓　　　　　　　　　　　　　　第267号

浅東旧新別　　　新今浅広虫
木　和　解　町　肘　　　町古　木渡　生

残　　　　　　　　　　賀　　　　津

敵弾　優　c
〃　〃　陶　億　　組

Iif　勝　勝
4

5　4　4　5　7　級

級級級数級以
下

堂　太　背　恩平
井　田　木　田　橋
百　　怠　　喜
入　正　三　繋　二

鬼　末法新広
津守　木　田　波

島
田
小
学
校

今
陸
小
学
と
い
う
聞
き
な
れ
な
い

学
校
名
で
す
が
、
今
陸
は
今
古
賀
で

すか。そ
う
で
す
。
明
治
7
年
1
月

鬼
津
、
広
漠
、
今
陸
の
三
公
立
小
学

校
が
創
立
さ
れ
、
民
家
を
仮
用
し
ま

した。
明
治
1
9
年
4
月
、
鬼
津
、
臆
渡
両
校

を
小
学
簡
易
科
に
、
今
陸
小
学
校
を

別
府
尋
常
小
学
校
と
し
別
府
に
移
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
も
今
睦
小
学
校
を
別
府
尋
常
小

学
校
と
改
称
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、

そ
う
で
す
よ
、
こ
の
点
で
苦
労
し

ま
し
た
が
、
大
正
2
年
に
島
閏
村
が

編
纂
し
た
鬼
門
村
是
と
い
う
木
に
は

勘
考
の
よ
う
に
記
し
て
あ
り
ま
す
。

又
、
町
内
最
高
令
者
旧
任
の
柴
田
マ

ン
さ
ん
（
5
月
始
め
死
亡
）
　
の
話
で

は
、
今
古
賀
の
通
り
門
の
あ
る
伝
兵

衛
さ
ん
（
現
、
柴
田
蕗
代
子
さ
ん
）

の
家
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

又
、
写
真
の
卒
業
詔
書
に
も
今
昔
資

材
と
沓
い
て
あ
る
の
で
も
判
り
ま
す

A
　
他
の
学
校
の
あ
っ
た
位
萌
は
、

B
　
鬼
津
小
学
校
は
現
井
口
稔
家
と
い

わ
れ
、
鬼
津
小
学
簡
易
科
は
若
松
、

現
小
野
敏
行
氏
等
東
側
で
今
は
畑
の

地
、
広
漠
小
学
校
は
広
漠
現
松
本
環

平
氏
宅
、
別
府
溶
溜
小
学
校
は
別
府

伸
野
茂
元
氏
宅
附
近
（
旧
村
田
猪
七

郎
氏
宅
）
明
治
館
年
鬼
津
（
再
び
鬼

津
井
口
家
に
移
転
）
払
渡
（
別
位
置

）
商
科
を
尋
常
小
学
校
と
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

A
　
鬼
津
の
場
合
は
、
よ
く
移
転
し
て

お
り
ま
す
ね
、
た
い
へ
ん
だ
っ
た
で

し
ょ
う
ね
。

B
　
生
徒
も
少
な
い
し
、
教
具
教
材
な

ど
も
少
な
い
の
で
今
の
学
校
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

姥
津
の
古
老
の
聞
き
伝
え
に
よ
り
ま

す
と
、
今
の
よ
う
に
黒
板
も
な
く
、

板
の
上
に
米
嫌
を
ひ
ろ
げ
、
そ
れ
に

先
生
が
指
先
で
字
を
蕾
い
て
教
え
て

第
5
回
遠
賀
町
内

囲
碁
大
会
の
結
果

4
月
銃
口
i
広
渡
公
臓
餌
で
、
第
5
同

町
内
閣
蒸
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

A
　
今
で
は
笑
い
話
の
よ
う
で
す
が
、

昔
が
偲
ば
れ
ま
す
ね
。

B
　
明
治
飾
年
広
渡
、
別
府
の
二
ヶ
所

に
仮
校
舎
を
設
け
ら
れ
る
。

明
治
3
5
年
現
在
の
鬼
津
川
理
に
、

老
良
を
除
く
全
村
通
学
の
忠
間
尋
常

小
学
校
を
殺
禍
し
ま
し
た
。
従
っ
て

鬼
洋
広
漠
而
小
学
校
は
廃
止
さ
れ
た

わ
け
で
す
。

以
後
艶
多
の
変
遷
を
経
て
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

A
　
広
渡
小
学
校
は
7
5
年
間
の
寄
留
か

ら
昭
和
5
2
年
に
里
帰
り
を
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
ね
。

各
学
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
り
ま

す。
※
お
願
い

謝
絶
学
校
位
横
等
に
つ
い
て
、
他

に
異
論
が
あ
れ
ば
ご
教
示
下
さ
い
。

（
高
野
千
年
＼

A
組
　
2
殿
以
上

優
　
勝
　
4
投
　
石
田
津
一

部
優
勝
　
2
投
　
球
谷
　
的

敢
闘
賞
　
3
段
　
松
元
秀
夫

〃
∴
∴
一
2
段
　
藤
村
∴
悟

〃
∴
∴
〃
励
　
白
坂
重
箱

B
組
　
初
段
～
3
級
ま
で

俊
　
臓
　
初
段
　
渕
上
高
徳

準
優
勝
　
3
緻
∴
野
田
里
四

散
問
質
　
初
段
　
蔵
本
辰
夫

〃
　
　
1
級
　
宮
原
正
視

〃
　
　
3
級
　
山
下
清
美

町
内
マ
マ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

第
二
回
遠
賀
町
家
庭
加
入
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
主
催
で
、
5
月
1
日
・
2
日
（
浅

木
小
）
・
6
日
（
遠
中
）
の
3
日
間
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
健
闘

の
鮨
柴
、
入
籍
は
次
の
と
お
り
で
す
。

償
∴
勝
　
浅
木
　
（
8
勝
）

消
優
勝
　
尾
崎
　
（
6
勝
4
敗
）

三
　
位
　
上
別
府
（
5
勝
1
敗
）

お
ん
が
短
歌
会
談
草

河
申
靖
諸
先
生
選

雑
　
詠

稜
う
ほ
ど
繁
る
砦
薬
の
下
に
立
ち
面
あ

お
あ
お
し
娘
も
ま
た
我
も帯

崎
∴
佳
子

咲
き
盛
る
牡
丹
の
一
枝
持
ち
去
ら
れ
そ

を
椎
し
み
つ
つ
残
花
を
愛
ず
る

日
石
　
敏
子

こ
の
朝
を
芥
子
一
輪
が
ひ
ら
さ
お
り
す

き
透
る
は
ど
う
す
き
花
び
ら

井
口
　
紀
子

一
案
の
矢
と
な
り
爽
紅
の
太
陽
が
今
昇

り
く
る
循
徳
山
よ
り

苦
情
∴
鵬
代

燃
え
い
ず
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
が
す
っ
く
立

ち
砿
抜
か
り
て
枝
を
保
て
り

萌
広
∴
∴
勝

日念記重訂目7



（6）第飾7号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑱西の餅

6月分　し尿くみ取り予定表

くみ 取り日 �大型車くみ取り地区i �小型車くみ取り地区 

1（月）「示す「‾‾－‾‾‾ ��虫生津、上別府（花園） 

2て元一 �東町、浅木の一都 �木守、広漠 

3（水） �虫生津（新屋敷） � 

Tて末㌻ ��若松、尾崎 

5二捻）＿＿ �月2回吸取家庭 �月2回汲取家庭 

11（木） �「日停（旧3号線北側）鬼津、雷‾ 松 � 

12（金） � �－ 

13（土） �遠賀Iii �鬼津 

鳩：（申： �遭賀川 �別府、上別府（商家） 

16（火） � �別腐、鬼津、千代丸、小鳩掛 

17（水） �新町 � 

18（木） � �月2回汲取家庭 

19（金） �新町 

蒜‡主） �月2回汲取家庭 新町、広渡（中卒田） 

2（月） �� 

23（火） �扇面三三二二両適う一都） 別府 � 

（水） �別府 � 

5（木〕i � �遡階、鬼灘、碧松、松の木 

26（金） �尾的 

27（土） �i二別肘、木守、若葉台、堂塔寺 �老良 

9（月） � � 

0（火） �浅木． � 

13日　第26回技能五輪国際大会（一20日）

間
隔
鰹
衛
圃
蛙
の
篭
り
謬

6
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

⑤
⑤
㊥
⑤

▽
そ
の
他
　
中
学
生
以
下
、
生
保
及
び

町
県
民
税
が
均
等
削
類
以

下
の
世
特
の
人
で
接
穂
森

愛
着
は
、
役
場
に
印
鑑
を

持
参
し
無
料
用
の
問
診
票

を
受
領
の
う
え
、
接
穂
を

受
け
て
下
さ
い
。

三
　
種
　
混
　
合

▽
接
種
日
及
び
問
診
票
配
付
日

▽
期
　
間

▽
場
　
所

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
料
　
金

▽
接
惑
方
法

5
月
2
0
日
～
6
月
約
日

町
内
の
各
医
院

（
青
柳
医
院
、
古
都
医
院

橋
本
医
院
、
花
野
医
院
、

村
田
医
院
）

各
医
院
の
診
癒
時
間

3
韻
以
上
の
人

l
回
に
つ
き
六
百
七
十
円

昨
年
受
け
た
人
は
1
回
、

受
け
て
な
い
人
は
2
回

（
1
～
2
週
間
の
間
隔
を

お
く
こ
と
）

印
鑑
、
料
金

接
種
日
の
朝
の
体
温
を
計

っ
て
お
く
こ
と
。

接
穂
日
一
問
診
蕎
付
目

i
封
印
」
引
証
封
i

i
は
且
座
席
高
鳴
苫

▽
そ
の
他
　
場
所
、
対
象
者
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
4
月
務
田
号

を
ご
階
下
さ
い
。

◎
今
後
の
予
防
綾
種
予
定
日

▽
三
種
混
合
　
1
0
月
9
日
、
u
月
6
日

日
月
2
7
日
、
1
2
月
1
8
日

▽
ポ
リ
オ
　
　
1
0
月
2
日



（7）塵⑫筋他彿　　　　　　　　　　　　　　第267号

上別府1061番地の2

龍　角　　豪くん

（議学さんの瑚）
昭和55年6月29日生

僕はテレビが大好き、
NHKの「お母さんといっ

しょ」を見てテレビに合せ

て踊ったりすろんだ。趣味

は寝ろ疎と食べる欝で毎日

汽車を見に行く部が一番の
楽しみはんだ。

上別府923番地の10

吉　田　呂　広くん

（慧孝さんの次男）
昭和55年12月3日生

僕の名前は女の子のばか
り萎えていたそうです。

兄ちゃんに時々たたかれ
ても、めったに泣きませ

ん。おばあちゃんに大きな

兜を戴きました。
僕元気です∋。

遠賀川（今古賀躯番地の5）

竹　森　太　陽くん

（望洋監さんの甥）
昭和55年5月30日生

太陽と薄いて「たかひろ」
と読みます。大きな名前が
いいと言って、お父さんに

つけてもらいました。名前

に負けないように大きく、

たくましく育ってほしいと

思います。

松ノ木（今古賀767番地の8）

片　岡　　豊くん

（か讐ボんの瑚）
昭和56年1月29日生

生まれた時は小さかっだ
が、今では平均をはるか
に上まわるほどになりまし

た。このまますくすくと育

ち優しく強い子になるよう

ら　い　を正　し　く　理解す　る　週　間（一徹目）

乳
　
児
　
相
　
談

▽
期
　
日
　
6
月
9
日
（
火
）

6
月
1
5
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
－
1
0
時
0
0
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

▽
助
∴
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者

0
6
月
9
日
　
生
後
7
～
1
2
カ
月
児

0
6
月
1
5
日
　
生
後
0
～
6
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
∴
容
∴
他
流
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

野

犬

の

薬

殺

申

無
線
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
き
い

◎
所
窪
地
　
田
方
市
大
宇
山
灘
9
1
1

番
地
の
1

▽
届
出
先
　
両
方
市
殿
町
、
宙
方
市
役

所
民
生
部
市
民
課
保
健
予

防
係
、
筏
話
0
9
4
9
2

（
2
）
　
4
1
1
1

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
6
年
1
月
1
0
日

◎
所
在
地
　
埼
玉
県
枇
ケ
谷
市
大
幸
三

ツ
和
事
上
新
聞
1
6
8
6

、

1

7

1

4

、

1

7

5

8

芯
地

▽
届
出
究
　
鳩
ヶ
谷
再
建
滋
鶏
八
幡
木

上
地
厚
榔
整
調
勤
務
所

低
話
0
4
8
2
（
8
3
）

o
／
－
6
4
6

6
蕃

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
6
年
1
0
月
0
0
日

◎
所
在
地
　
大
分
県
大
分
市
大
字
古
国

肘
2
9
5
番
地
の
2

▽
届
出
光
　
大
分
県
大
分
市
役
所
環
璃

衛
生
課

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
0
年
6
月
紬
日

◎
所
在
地
　
熊
本
県
球
磨
郡
山
江
村
大

字
万
江
字
濁
毛
4
2
淡
島

怒
地

∇
届
出
先
　
熊
本
県
球
磨
郡
山
江
村
大

字
山
田
岬
1
3
5
6
の
1

両
江
村
役
場
経
済
課

確
話
0
9
6
6
2
　
（
3
）

3

1

1

1

▽
届
出
期
限

◎
所
在
地

垣の殺寵場所には赤旗を立てていま

す
の
で
、
現
在
飼
っ
て
お
ら
れ
る
愛
玩

動
物
は
、
絶
対
に
付
近
に
近
づ
け
な
い

で
下
さ
い
。

▽
実
施
期
間
　
5
月
豹
日
－
6
月
2
0
日

▽
眉
出
先

▽
届
出
期
限

◎
所
在
地

＞
屈
出
先

昭
和
5
6
年
6
月
1
円

愛
知
県
撚
稲
市
東
田
町
字

画
前
山
1
番
地
の
1
陛
伺

窮
地

豊
橋
市
原
姓
郊
衝
厚
狭

偶
語
0
5
3
2
（
5
1
）

2

2

3

5

　

〒

4

4

0

昭
和
5
6
年
6
月
約
日

▽
届
出
期
限

◎
所
在
地

▽
届
出
先

〕
届
出
期
限

昭
和
粥
年
6
月
1
5
日

北
九
州
市
小
倉
南
医
大
学

徳
力
5
1
8
番
地
神
人
山

※
地

北
九
州
市
建
設
局
土
木
部

街
路
課
∴
蝕
話
0
9
3
（

5

8

2

）

2

4

5

1

昭
和
5
6
年
6
月
如
日

種
馬
媒
那
賀
郡
鷲
敷
町
大

学
和
食
郷
字
北
地
5
2
3

番
地
の
3
駕
救
町
北
的
一

区
怒
地

徳
島
県
那
賀
郡
鷲
敷
町
大

字
和
食
郷
宇
宙
用
1
0
1

番
地
の
1
鷲
敷
町
役
場
住

民
課
∴
感
話
0
8
8
4
6

（
2
）
1
1
2
1
内
線
2

毒
へ
び
（
ま
む
し
）
の

血
　
清

枇
へ
び
の
垂
赦
防

止
の
た
め
、
ま
む
し

周
の
血
清
を
保
鱈
し

て
い
ま
す
。

か
ま
れ
た
時
は
御
利
用
下
さ
い
。

◎
血
清
の
保
管
し
て
あ
る
病
院

県
立
遠
賀
病
院
、
芦
屋
中
央
病
院
、

中
間
市
立
病
院



6月上期の遠賀町主要行事

日 �唖 �行事　内　容1時　間 ��難会坤　担当課名 ��目的及び主な対象等1備考 

5月20日 ！ 6月20日 ��野犬薬殺実施中） ��町　内匡民課 ��霊謹醐所には赤旗をl 　　　i 

日本脳炎予防接種南緯療 ��耽各輔車民課 ��3歳以上の希望者　犀ジ 

1 �月 �6月定例区曇会議 �13：30－ �雛会鞭【庶務課 ��紬区々曇　I 

2 �火 �妊　婦　相　談中一 ��役場保健室 �住　民　課 �妊翻∴∴∴∴博藍 

車 ��三謡混合予防接稲 �i �匡公輔車民諌 ��諦観追悼ジ 

7 �日 �軟式庭球教室113：00－15‥00 ��役捌鵬阜会教育課 ��胡在住の離以上I 
ママさん卓球教室 �119：30＿21：3 �漂木醗再会教育課 ��町内在住の家庭婦人I 

9 �火 �乳　児　相　談車0－10：30 ��役嫌艦上民課「生後7－i2㌢∴車掌＿ 
i �定例老人会長会譜 �9：30－ �古志言「読売 ��　　　　i i町内地区老人会々良i 　　　　i 

1 ��心配ごと相談巨00十6：00 ��匡別館車祉談l饗結締を。i 

14 �上 【 �軟式庭球教室巨00～15：00 ��役揃車社会教醐 ��i �i 
ママさん卓球教室 � �廟学籍車会教育課 ��く町内在住の家庭婦人 �i i i 

15 �月 �乳　児　相中言 ��　i 役場保健室1住民課 �� �壷固ま ）7ページ i 

記事の見落しがないよう、すみすみまで良く読みましょう。

国
歯
周
疾
患
（
い
わ
ゆ
る
歯
槽
膿
漏
）
の
予
防

粥
食
後
の
歯
み
が
さ
か
ら

6
月
4
日
を
初
日
と
す
る
一
週
間
は

霊
園
の
衛
生
週
間
〟
で
す
。

園
の
病
気
と
い
え
ば
、
ま
ず
虫
歯
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
虫
歯
と
な
ら
ん

で
多
い
の
か
歯
周
疾
患
、
い
わ
ゆ
る
凶

相
膿
漏
で
す
。

歯
槽
膿
漏
は
、
歯
と
歯
の
閲
に
す
き

間
が
で
き
歯
垢
（
図
ク
ツ
）
が
た
ま
っ

て
歯
垢
と
な
る
（
石
灰
化
す
る
）
と
こ

ろ
か
ら
起
き
る
病
気
で
す
が
、
虫
歯
と

同
じ
で
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が

予
駒
の
第
一
歩
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
毎
食
後
の
囲
み
が
さ
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

健
康
な
歯
ぐ
さ
は
、
ピ
ン
ク
の
噛
肉

が
歯
に
ぴ
っ
た
り
破
り
つ
い
て
い
て
き

れ
い
で
す
が
、
噛
槽
膿
漏
に
な
る
と
胸

肉
の
色
が
し
だ
い
に
黒
ず
み
、
歯
を
み

が
い
た
り
、
リ
ン
ゴ
を
か
じ
っ
た
り
す

る
と
歯
ぐ
さ
か
ら
出
血
し
ま
す
。
し
か

し
、
初
期
に
は
摘
み
の
な
い
ま
ま
巡
行

し
、
や
が
て
歯
肉
か
ら
膜
汁
（
う
み
）

が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め

口
臭
を
発
し
、
不
快
感
を
伴
い
ま
す

が
、
う
み
は
、
ま
た
円
の
中
へ
も
流
れ

る
の
で
、
や
は
り
早
く
治
渡
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

幽
矧
膿
漏
の
治
癒
で
一
番
大
切
な
ー
し

と
は
、
歯
石
の
除
去
で
す
、
滅
科
際
鵬

に
頼
む
と
、
歯
肉
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
、
き
れ
い
に
と
っ
て
く
れ
ま
す
。

家
庭
で
の
予
防
と
し
て
は
、
毎
食
後

の
歯
み
が
さ
が
最
も
効
果
的
で
す
。
ま

た
、
歯
を
み
が
い
た
ら
、
つ
い
で
に
指

先
で
歯
ぐ
さ
を
轟
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て

お
き
ま
す
。

う
み
が
出
ろ
ほ
ど
悪
く
な
っ
て
い
る

と
、
最
初
は
歯
ブ
ラ
シ
を
あ
て
た
だ
け

で
も
㈱
肉
か
ら
血
が
出
ま
す
。

し
か
し
、
出
血
を
恐
れ
ず
に
歯
を
み

が
さ
続
け
る
と
、
一
週
間
、
二
週
間
と

た
つ
う
ち
に
は
、
い
つ
の
間
に
か
回
復

に
向
か
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

同
時
に
、
毎
日
の
食
中
で
は
ピ
タ

／
C
と
タ
ン
パ
ク
質
が
不
足
し
な
い
よ

う
に
し
、
栄
養
面
か
ら
の
噛
肉
強
化
に

も
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。


